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● 将来を担う人が育つまちをつくる
● 安心して生活できるまちをつくる
● 賑わいのあるまちをつくる
● 暮らしやすいまちをつくる
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Q1. どのような状況の時に地震が起こったのでしょうか
Q2. 突然の震災に対し一番慌ててしまったことはどのようなことでしたか
Q3. 日ごろから地震への備えを意識していましたか
Q4. 震災時の状況で印象的だったことを教えて下さい
Q5. 震災を経験した後に自分自身が変わったことはありますか

A1.�両親と１歳の子どもと私達夫婦で、夕食中に地震が起こりました。
A2.�揺れが大きく自分や家族がけがをするのでは、と慌てました。
A3.�中越地震に遭うまで日ごろの備えは意識していませんでした。実際、❶

乾電池の予備が見当たらずに困り、携帯電話用の充電器もありませんで
した。

A4.�食卓用テーブルが偶然にも大きくて頑丈だったのでその下に潜り、家族
がけがをしなくて済みました。揺れの後にまずとった行動は、水の確保
でした。鍋や浴槽に水をためましたが、ほどなくして水道から水が出な
くなりました。水を節約するため、レトルト食品の温めなどは風呂の残
り湯や、たまたまためていた雨水を使いました。それから、家の周りが田
んぼだったので、自宅の田んぼで用を足しました。子どものおむつ、大人
のおむつ、生理用品などは、日ごろから準備しておくと良いと思いまし
た。

	 �それから、田舎だからだと思いますが、近所の一人暮らしの方の家に様
子を見に行くなど、地域での連携が自然にできていました。

	 �あと、家に石油ストーブがあり、電気・ガスが止まっても煮炊きに困ら
なかったことや、10月で晴れていたため、暑さ寒さの心配がなかった
ことは幸いでした。

	 �当初、❺携帯電話がつながらず、親戚の安否確認は災害時伝言ダイヤル
	 １７１を使って行いました。
	 �翌日、ガソリンや食料を調達するため、ガソリンスタンドやコンビニに

行ったのですが、いずれも長蛇の列でした。道路は至る所でマンホール
部分が隆起していて驚きました。

A5.�子どもの背後にあったガラス棚が倒れそうになり、私と父で揺れの中で
押さえて難を逃れたのですが、❹家具転倒防止対策をしていれば良かっ
たと思いました。

	 �またこの体験の後、自宅はもちろんのこと職場でも、帰宅できない場合
を想定し、常に❸１日分の水や軽食、着替え、スマートフォンの充電器な
どを用意し、仕事中に被災しても慌てないように準備しています。

A1.�当時１４歳で、神戸市東灘区で被災しました。午前5時4
6分に発生し、発生

と同時に停電したため真っ暗で何も見えませんで
した。明かりは火災に

よる炎だけという状況でした。

A2.�眼鏡を枕元に置いていなかったため、発災して部屋が
めちゃくちゃにな

ってしまったときに暗闇の中で右往左往しました
。部屋を抜け出した後

も、リビングの食器棚が倒れ、割れた食器が散乱し
足元が危険な中、椅子

とテーブルの上を歩いて脱出しました。明るくなっ
て部屋に戻り、気付

いたのですが、❹大きなタンスと天井の間に挟まっ
ていたクーラーボッ

クスが家具の転倒を防止して私の命を救ってくれ
たのでした。また、単

身赴任の父に連絡をとるのに、連絡手段は公衆電
話しかなく、❷避難先

の小学校で合流するまで、気が気ではありません
でした。避難先を玄関

の扉に貼っておく等、家族で話し合っておくべきだ
ったと思いました。

A3.�当時の関西は地震がほとんどなく、地域全体の人たち
が地震は東海地方

や関東地方のもの（自分たちは関係ない）と思って
いたように思います。

小学校での備えにも差があって、親の転勤で横浜市
に住んでいた頃は小

学校に防災頭巾を持っていくことが必須でしたが
、神戸市の小学校では

そのようなルールはありませんでした。

A4.�本震だけが注目されますが、本震並みの余震が直後か
ら発生し、余震の

たびに建物が倒壊する音が聞こえるという恐怖が
ありました。

	 �また避難所では、簡易トイレが設置されましたが当然
水洗ではなく、排

泄されたし尿が堆積するため、衛生環境は良い状況
ではありませんでし

た。行列になり我慢ができなくなる人や体調を崩
す人もいました。自宅

に戻ってから一番大変だったのは、生活用水の確
保でした。給水車に水

をもらいに行き、水洗トイレに使っていました。ガ
スが復旧するまでは、

カセットコンロは必需品でした。洗濯は洗濯機を使
わず、下着のみ手洗

いし、他の衣服は洗濯せずに天日干しして極力長く
着て、無駄に水を使

わないよう我慢しました。

A5.�この体験以後、❸自宅では常にポリタンクで生活用水を備蓄し、定期
的

に入れ替えたり、お風呂に残り湯や水をためてい
ます。避難場所の確認

や給水拠点の確認もするようになりました。

問 防災課 ☎724・3254

～今、準備できることを考えてみませんか

地震に備える
　災害はいつやってくるかわかりません。突然の災害に慌てない
ために一番大切なのは、一人ひとりの日ごろからの心がけです。
また、いざというときのご近所同士の助け合いや、行政の支援が
加わることで被害を最小限に食い止めることができます。9月1
日の「防災の日」を前に、地震を想定し、今からできる準備につい
て考えてみませんか。

あなたは、災害などの非常時に対して備えていることがありますか？

（２０１６年度「町田市市民意識調査」より）

避難場所を
確認している

水を１人あたり
９リットル（３日分）
以上備えている

61.8% 48.8% 40.6% 33.4% 32.2%

その時、私は…
地震発生

懐中電灯、携帯ラジオ、
救急医薬品などの防災
グッズを備えている

家族同士の
連絡方法を
確認している

家具類の転倒防止対
策や窓ガラスの飛散
防止対策を行っている!
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新潟県中越地震を体験した清水さんご夫妻（本町田在住）阪神・淡路大震災を体験した鈴木さん（中町在住
）
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　東京都でも、マグニチュード７クラスの「首都直下地
震」が今後３０年間に約７割の確率で発生すると想定され
ています。いざというときのための備えについて、確認
してみませんか。

２０１６年の震災演習の様子

　市では、災害発生に備え、あらゆる防災対策を行っています。また、他の自治体や民
間事業者などとさまざまな協定を結び、支援体制を構築しています。
◦防災行政無線放送（震度4以上で放送）、防災行政無線フリーダイヤル、防災情報メ
ール配信サービス、町田市ホームページなどでの情報提供、報道機関への放送依頼
など、市からの情報伝達

◦食料（アルファ化米・ペットボトル飲料水・粉ミルク）、生活用品（毛布・おむつ・
生理用品・飲料水袋・レスキューシート）、照明・資機材等の物資の備蓄

◦市内15か所に設置した給水拠点での飲料水の供給
◦町田駅周辺の帰宅困難者の受け入れ施設（1万4800人分・13施設）の確保　など

町 田 市 の 防 災 対 策

※この他にも乳幼
児のおむつなど、家
族構成に応じて必
要なものをそろえ
ておきましょう。

準備しておこう！
我が家の非常用持ち出し品

�貴重品　　 �防災頭巾（ヘルメット）
�救急セット・常備薬・持病薬（お薬手帳も）
�非常食（3日～１週間分）・飲料水（大人１人１日3ℓ）
�携帯電話（充電器も）→「防災情報」「気象・地震情報」はメール配信
サービスで配信。上記QRコードより登録して下さい
�携帯ラジオ→防災情報はFM HOT83.9MHz （エフエムさがみ）、

　FMヨコハマで　 �電池　 �ライター・マッチ　 �筆記用具
�下着類　　 �ポリ袋　　 �懐中電灯・ろうそく
�タオル　　 �シート・毛布
�トイレットペーパー・ウェットティッシュ
�携帯トイレ

ご近所同士の助け合いも大切です
　災害時は地域住民同士の協力・連携が大変重要なものとなります。地域の自主防
災活動に参加して、日ごろから地域の協力体制を確認しましょう。

地域の防災訓練に積極的に参加しよう！
　市内各地域で行われる防災訓練に積極的に参加し
て、地域で助け合い、大規模災害に備えましょう。今年
は相原中央公園で総合防災訓練を実施します。

「町田市総合防災訓練」
◦震災演習・防災フェア、体験型訓練や展示・PRコー
ナーがあります。

日時 8月２７日（日）午前９時～１１時３０分　会場 相原中央公園（相原町２０１８番地）
交通 バス▶JR横浜線相原駅から法政大学行き、東京家政学院行き、大戸行きで「相原
小学校前」下車、徒歩10分　徒歩▶相原駅から徒歩20分

日ごろの準備編

地震発生時の心得編

「地震だ！まず安全確保」　
まず身の安全を確保

「落ち着いて避難の準備」
落ち着いて火の元確認

出口の確保

出火したらすばやく消火

慌てた行動はけがのもと

「避難を開始」
ガラスの破片に気をつける

災害時要援護者（子ども・高齢者・病人など）を守る

避難は歩いて

塀や壁などに近寄らない

隣近所で協力し合う

地震発生時緊急行動 原則10

　大規模災害が発生すると、電気・ガス・水
道等のライフラインの停止や、流通がストッ
プして物資が手に入りにくくなることが想定
されます。
　そのような場合に備えて、普段使用してい
る食料品や生活必需品を少し多めに蓄え、非
常時にそれらを活用するローリングストック
法がおすすめです。消費しながら備蓄するこ
とで、備蓄の負担を減らすことができます。

備蓄のコツ～ローリングストック法column

ローリングストック法の図

備える

日常で
使う使った分だけ

買い足す

自分の身は自分で守る 室内の安全対策
�タンスや本棚等の家具、冷蔵庫等は、転倒防止器具等で固定する
�重い物・角張った物は高い所に置かない
�食器棚や窓ガラスには飛散防止フィルムを貼る
＜家具転倒防止器具取付制度のご案内＞
　高齢者や障がい者など、ご自分で器具の取り付けができない世帯を
対象に、家具転倒防止器具等の取付手数料を負担しています（器具代
は自己負担です）。詳細は、お問い合わせ下さい。
問高齢者福祉課☎724・2141返050・3101・6180　
　障がい福祉課☎724・2148返050・3101・1653

住宅の耐震化
　市では、木造住宅の無料簡易耐震診断や耐震改修工事費用等の助成
制度を設けています。対象となる家屋は、自らが所有し、昭和５６年５月
３１日以前に着工された木造戸建住宅です。
問住宅課☎724・4269返0５０・３１６１・６１０９

家族で防災会議
�地域の避難施設や避難広場までの経路で、危険な箇所はどこかなど
あらかじめ確認
�もしもの時の家族の役割分担の確認
�災害時の連絡方法の確認＝災害時伝言ダイヤル「１７１」や、携帯電話
の災害伝言板の使用方法についても確認しておきましょう。

　市内の避難施設・避難広場や給水施設、その他の地震に関する防災
拠点の場所等が確認できます。
○配布場所　防災課（市庁舎3階）、各市民センター、各駅前連絡所、各
コミュニティセンター（上小山田コミュニティセンターを除く）
市HP 町田市防災マップ 検索

「町田市防災マップ」を配布しています

　家具類の転倒防止器具、水・食料の備蓄や建物の耐震化等、ご家庭で
の震災対策を中心に、サンプルや制度案内等の展示を行います。
◦開催期間：８月２８日㈪～９月１日㈮、午前８時３０分～午後５時
　※初日は午前９時からです。
◦開催場所：イベントスタジオ（市庁舎１階）

column 防災フェア

町田市メール配
信サービス登
録用QRコード

ご存じですか？
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お知らせお知らせ
無料法律相談を行います
法律・税務・登記相談
　町田弁護士クラブ・東京税理士会
町田支部・東京司法書士会町田支部
で構成される三士会の協力により、
無料相談会を開催します。守秘義務
は法令に基づいて順守します。
※相談時間は、１人最大３０分です。
対市内在住、在勤の方
日９月２日㈯午後１時～４時（受け付
けは午後０時３０分～３時）
※整理券を正午から配布します。
場町田市民フォーラム４階
問広聴課☎７２４・２１０２
特別児童扶養手当・特別障害者手当・
障害児福祉手当・経過的福祉手当・重
度心身障害者手当を受給している方へ
現 況 届 の 提 出 を
　現在手当を受給している方は、現
況届の提出をお願いします。提出し
ない場合は、８月分以降（重度心身障
害者手当は１０月分以降）の手当が受
けられなくなります。
　対象者には、現況届の用紙を送付
しましたので、期日までに郵送で障
がい福祉課（〒１９４－８５２０、森野２
－２－２２）、または直接お住まいの地
域の障がい者支援センターへ提出し
て下さい。まだ用紙が届いていない
方は、ご連絡下さい。
※障がい福祉課窓口でも受け付けし
ますが、８月中は大変混雑します。上
記の提出方法にご協力をお願いしま
す。
問障がい福祉課☎７２４・２１４８
東京都シルバーパス
更 新 手 続 き
　東京都シルバーパスの更新を希望

する方は、８月下旬に東京バス協会
から送付される「更新手続きのご案
内」等で、必要書類や更新会場等をご
確認のうえ、９月中に手続きを行っ
て下さい。
　新しいパスの有効期限は、平成３０
年９月３０日までです。
※必要書類に不足がある場合、手続
きができません。
対７０歳以上の都民の方で、現在、有
効期限が平成２９年９月３０日の東京
都シルバーパスをお持ちの方
問（一社）東京バス協会シルバーパス
専用電話☎０３・５３０８・６９５０（受付
時間＝土・日曜日、祝休日を除く午前
９時～午後５時）、町田市高齢者福祉
課☎７２４・２１４１

献血にご協力下さい
　市庁舎で献血を実施します。輸血
用血液の需要は年々増加していま
す。継続的なご協力をお願いします。
日８月２３日㈬、午前１０時～１１時４５
分、午後１時～３時４５分
場ワンストップロビー（市庁舎１階）
問福祉総務課☎７２４・２５３７
ご協力下さい
大 雨 災 害 義 援 金
　日本赤十字社では、「平成２９年７月
５日からの大雨災害義援金」を８月
３１日㈭まで受け付けています。
○日本赤十字社本社への送金
【ゆうちょ銀行での振替による送金】
　窓口での取り扱いの場合、振替手
数料は無料です。
口座番号００１９０－２－６９６８４２
加入者名日赤平成２９年７月大雨災害
義援金
※受領証発行希望の方は、併せて「受
領証希望」と明記して下さい。
【銀行による送金】
　振込手数料が別途かかる場合があ
ります。

口座番号三井住友銀行すずらん支店
（普）２７８７５３９、三菱東京ＵＦＪ銀行
やまびこ支店（普）２１０５５３２、みず
ほ銀行クヌギ支店（普）０６２０３４０
口座名義日本赤十字社（３行共通）
※受領証発行希望の方は、氏名（受領
証の宛名）・住所・電話番号・寄付日・
寄付額・振込金融機関名と支店名を
日本赤十字社パートナーシップ推進
部へご連絡下さい。
問日本赤十字社パートナーシップ推
進部☎０３・３４３７・７０８１、町田市福
祉総務課☎７２４・２５３７
町田国際交流センター～外国人のた
めの
専 門 家 無 料 相 談 会
　弁護士・行政書士などの専門家が、
ビザ・在留資格など、日常生活の中で
困っていることの相談を受けます。
※通訳言語は、英語、中国語、韓国語、
スペイン語、ドイツ語、フランス語、
フィリピン語です。
日８月２７日㈰午後１時３０分～３時３０
分
場町田国際交流センター
申電話、ＦＡＸまたはＥメールで同セ
ンター（☎７２２・４２６０返７２２・５３３０
遍info@machida-kokusai.jp）へ。
※外国人のための専門家無料相談会
に関することは同センターへお問い
合わせ下さい。
問文化振興課☎７２４・２１８４

催し・講座催し・講座
家 族 介 護 者 教 室

【知って得する福祉用具】
　福祉用具専門相談員を講師とし、

適切な福祉用具の選び方や介護保険
制度についての講義・実演を行いま
す。
対市内在宅高齢者の家族介護者
日９月７日㈭午後１時３０分～３時
場木曽山崎コミュニティセンター
定１５人（申し込み順）
申８月２１日午前９時から電話で忠生
第２高齢者支援センター（☎７９２・
１１０５）へ。
問高齢者福祉課☎７２４・２１４０
イベントスタジオで開催中
「町田の生きもの　源流
～里山～街で見つけた」展
　町田にいる生物や自然に関するパ
ネルを展示しています。
日８月２５日㈮までの午前８時３０分～
午後５時（土・日曜日を除く）
※２５日は午後１時までです。
【セミ・セミナー～鳴き声・ぬけがら
がわかる！】
日８月１７日㈭午前９時～正午（時間
内出入り自由）

◇
場イベントスタジオ（市庁舎１階）
問環境・自然共生課☎７２４・４３９１
８月３０日～９月５日は
建 築 物 防 災 週 間
　建築物の所有者・管理者は、建物の
事故を防ぐために「外壁等、経年劣化
や脱落による落下の危険性の確認」
「防火扉や防火シャッターの周りに
障害物を置かない」「吹き付け石綿等
が使用された建物の適切な対策」等、
建築物を常に適法な状態に維持する
義務があります。日ごろから適切な
維持管理を行うようにしましょう。
問建築開発審査課☎７２４・４２６８

新たに委嘱されました　民生委員・児童委員
　長期予報どおり、暑い夏になりま
した。
　雨の少ない梅雨でしたが、逆に、梅
雨明け後に雨の日が多く、どうも予
測のつかない天候のようです。
　先日、２０１７年度の「総合水防訓練
・図上訓練」を市庁舎内で行いまし
た。
　近年、集中豪雨による土砂災害や
河川氾濫など大きな災害が、全国で
起こっています。東京都大島町の土
砂災害、広島市安佐北区・同南区での
災害、岩手県岩泉町の高齢者施設で
の被害など記憶に新しいところで
す。７月には九州北部豪雨が福岡県
と大分県を襲い、大きな被害をもた
らしました。
　町田市の風水害を想定した「図上
訓練」は、一昨年から開始し、昨年は
訓練の直後にあった大雨に対して、
被害予測に基づく避難勧告も実際に
行いました。
　今年の図上訓練は、昨年の実績や
反省をもとに、より精度を上げるこ
と、また、避難施設の開設などのプロ
セスの確認などを重点に行いまし
た。昨年までは、「避難準備情報」の意
味するところが、はっきりしなかっ
たこともあって、今年から全国的に、

高齢者や障がいのある方など避難に
時間がかかる方は、避難準備情報が
出たら直ちに避難を始めていただく
ことを徹底します。情報の名称も「避
難準備・高齢者等避難開始情報」と改
めています。
　さて、里山、住宅地の野鳥や草花
も、このところ目立つものが少なく
なりました。野鳥のほうは、繁殖期を
終えて巣立ち、雛

ひな

への給餌の様子も
減り、さえずりもなくなりました。花
についても、ヒルガオやワルナスビ、
夜のうちのカラスウリが目立つくら
いになりました。
　立秋を過ぎたとはいえ、まだまだ
暑さ対策は不可欠です。市民の皆さ
んには、集中豪雨などへの防災対策
とともに、この夏を元気に過ごして
いただくようお祈りします。

8月8日の図上訓練

　７月１日に、新たに委嘱された民生委員・児童委員と異動のあった地域
は下表のとおりです。
※その他の担当は、福祉総務課へお問い合わせ下さい。
問福祉総務課☎７２４・２５３７
民生委員・児童委員　（6月～8月異動）

地　区 地　域 担当委員
氏名・電話

南第二 高ヶ坂
3丁目 18~20

（新）鈴木志寿恵
☎722・63154丁目 全

5丁目 19、22~25、27~31

町田第二 藤の台団地 2街区14~39号棟

欠員（退任）南第一
南町田 2丁目 全
小川 6丁目 全

鶴川第一 小野路町 888~981、3901~5391

鶴川第二

鶴川第二地区担当主任児童委員 （新）鳥居恵理
☎044・989・9425

真光寺

2丁目 全 欠員（担当地域変更）

3丁目 全
井上トシ子

（担当地域変更）
☎734・7828

公開している会議　傍聴のご案内
 

会議名 日　時 会　場 定　員 申し込み

町田市福祉のまち
づくり推進協議会
・バリアフリー部会

8月22日 ㈫
午前10時～
正午

市庁舎3階会
議室3-1

3人（申し
込み順）

8月21日午後5時までに電話ま
たはＦＡＸで交通事業推進課（☎
724・4260返050・3161・
6322）へ

町田市交通安全推
進協議会定例会

8月22日 ㈫
午後2時から

市庁舎3階第
1委員会室

5人（申し
込み順）

事前に電話で市民生活安全課
（☎724・4003）へ

カワセミ通信
町田市長　石阪丈一
１２8
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8月は、「市・都民税」の納付月です ■問納税課　724・2121☎☎納付はお済みですか？

催し・講座催し・講座
はじめよう
シニア健康づくり講座

【かんたん！水中運動コース】
　介護予防に興味がある方、運動を
始めたい方におすすめです。
対市内在住の全回参加できる６５歳
以上の方
※医師から運動制限等を受けている
方はご遠慮下さい。
日１０月４日～２５日の水曜日、午後２
時～３時、全４回
場市立室内プール
内姿勢や歩行の改善・転倒予防を目
的とした水中歩行、簡単なバランス
トレーニング等
定１５人（抽選、結果は９月４日ごろ発
送）
費４００円（資料代、施設利用料）
申８月１６日正午～２２日にイベント
ダ イ ヤ ル（ ☎７２４・５６５６コード
１７０８１６Ｃ）へ。
問高齢者福祉課☎７２４・２１４６

わくわく仲間づくりカレッジ
里 山 ウ ォ ー キ ン グ
対市内在住の全回参加できる６５歳
以上の方
※医師から運動制限等を受けている
方はご遠慮下さい。
日①９月２８日㈭午前８時５０分～午後
３時②１０月１２日㈭午前８時５０分～
午後３時③１０月２６日㈭午前９時２０
分～午後３時、全３回
※集合は①②町田バスセンター③Ｊ
Ｒ横浜線相原駅東口です。
内①尾根緑道②小山田③相原の各コ
ース（各約７㎞）を歩く
定３０人（抽選、結果は９月５日ごろ発
送）
費１２００円（施設入場料等）
申８月１６日正午～２２日にイベント
ダ イ ヤ ル（ ☎７２４・５６５６コード
１７０８１６Ｂ）へ。
※当日の詳細は、町田市シルバー人
材センター（☎７２３・２１４７、受付時
間＝午前９時～午後４時）へお問い合
わせ下さい。
問高齢者福祉課☎７２４・２１４６

ふれあい落語特別企画
英 語 落 語
対６歳以上の方
日１０月１日㈰午後２時３０分～３時３０
分
場町田市民フォーラム
出演立川志の春
定１００人（申し込み順）
費５００円（全席自由）
申８月１８日正午～９月２５日にイベン
トダイヤル（☎７２４・５６５６コード
１７０８１８Ｂ）へ。
問市民協働推進課☎７２４・４３６２
さがまちカレッジ
講 座 受 講 者 募 集

【①児童虐待をなくすために～オレ
ンジリボンを知ろう】
対高校生以上の方
日９月１６日㈯午前１０時３０分～正午
場和泉短期大学（相模原市）
内児童虐待の防止、子育てへの応援
について学ぶ
講和泉短期大学児童福祉学科教授・
櫻井奈津子氏
定２０人（申し込み順）
費７００円
【②「動物園」もう一つの顔～園長が
語る、動物園の社会的役割】
　動物園の役割や現状のお話を伺っ
た後、実際に動物園へ行って現場で
の取り組みを紹介していただきます。
対全回参加できる１８歳以上の方
日第１回＝９月２６日㈫午後１時３０分
～３時、第２回＝１０月１０日㈫午前１０
時～正午、全２回
場第１回＝相模女子大学（相模原
市）、第２回＝よこはま動物園ズーラ
シア（横浜市）
講日本大学生物資源科学部教授・村
田浩一氏
定４０人（抽選）
費１５００円
※別途交通費、入園料がかかります。

◇
申講座案内チラシ裏面の受講申込書

（生涯学習センター、各市民センタ
ー、各市立図書館等で配布、さがまち
コンソーシアムホームページでダウ

ンロードも可）に記入し、①９月１２日
まで②９月４日まで（いずれも必着）
に、郵送またはＦＡＸでさがまちコン
ソーシアム事務局へ（さがまちコン
ソーシアムホームページで申し込み
も可）。
※申込締切日までに定員に達しない
場合は、引き続き募集します。
問同事務局☎７４７・９０３８、町田市生
涯学習センター☎７２８・００７１
国際版画美術館
創 作 講 座 ～ 銅 版 画

　基礎から指導します。
対原則全回参加できる高校生以上の
初心者
日９月２７日～１１月２９日の水曜日、
午後１時３０分～４時３０分、全１０回
場同館
内エッチング、アクアチントの技法
で銅版画を２点（１２㎝×９㎝、２４㎝×
１８㎝）制作
講版画家・原陽子氏
定１５人（抽選、結果は９月７日ごろ発
送）
費２万円
申８月１６日正午～９月３日にイベン
トダイヤル（☎７２４・５６５６コード
１７０８１６Ｈ）へ（同館ホームページで
申し込みも可）。
問同館☎７２６・２８８９
生涯学習センター～小学生の保護者
のための
心 理 学 講 座

　子どもの社会性はどのように発達
しているのか？各発達時期に生じる
対人関係を交えた講座です。
対市内在住の小学生の保護者で、原
則両日出席できる方
日①９月１５日②９月２２日、いずれも
金曜日午前１０時～正午
場同センター
内①大学教授の講話②子どもとの接
し方について話し合う
講法政大学文学部心理学科教授・渡
辺弥生氏
定３０人（申し込み順）
申８月１６日午前９時から電話で同セ
ンター（☎７２８・００７１）へ。

わくわく仲間づくりカレッジ　講座参加者募集

情報公開制度・個人情報保護制度・会議公開制度のしくみと運用

対市内在住の全回参加できる６５歳以上の方
定各２０人（いずれも抽選、結果は９月５日ごろ発送）
費１回あたり２５０円（教材費等）
※別途材料費として、③１５００円④１０００円が必要です。
申希望する講座を選び（重複申し込み不可）、８月１６日正午～２２日にイベ
ントダイヤル（☎７２４・５６５６コード１７０８１６Ａ）へ。
※当日の詳細は、町田市シルバー人材センター（☎７２３・２１４７、受付時間
＝午前９時～午後４時）へお問い合わせ下さい。
問高齢者福祉課☎７２４・２１４６

　市が持っている情報は、市民皆さんの財産
です。市のことをよく知るためにも、市政情報
課（市政情報やまびこ）をご活用下さい。
　市が行う業務は、「情報公開制度」や「会議公
開制度」を利用して知ることができます。ま
た、個人情報は「個人情報保護制度」で取り扱
いのルールを定めています。
　「情報公開請求」の手続きをせずに情報提供
できる場合も多数あります。まずはご相談下
さい。
市HP 情報公開制度  検索

●「情報公開制度」とは

　市が持っている情報や行政運営についての
情報を公開する制度です（運用状況は表１を
参照）。
〇どなたでも請求できます。
〇コピー・郵送（いずれも有料）も可能です。
〇公開できない情報もあります。
※市の公文書の閲覧を希望する場合は、各担
当部署の窓口で情報提供できる場合がありま

　その他公表を前提として作成されたも
の、市政の推進や市民の理解を得るために
提供することが望ましいものは、本紙や町
田市ホームページ等で情報提供を行ってい
ます。
　また、市政情報やまびこでは、有償刊行物
の閲覧や購入をすることができますので、
ご利用下さい。

すので、各課へお問い合わせ下さい。

●「個人情報保護制度」とは

　市が持つ個人情報を取り扱うルールを定め
ています。ご自分の情報を閲覧し、訂正や消
去、利用等の中止を請求できることも、この制
度で定めています（運用状況は表2を参照）。

●「会議公開制度」とは

　市が開催する審議会等を公開する制度で
す。会議の開催は、本紙や町田市ホームページ
等でお知らせしています（開催状況は表3を
参照）。

問市政情報課（市政情報やまびこ）
　☎７２４・８４０７

（表１）2016年度情報公開制度の運用状況
情報公開請求件数 86

決定内容別
件数

公開 44
部分公開 38
非公開 7
不存在 21
存否応答拒否 0
合計 110

※1件の請求で複
数の決定がある
ため、決定内容の
合計と請求件数
は一致しません。

（表3）2016年度審議会等の会議の開催状況
開催した会議の回数合計 868

内　訳
公開した会議の回数 234
一部公開した会議の回数 1
非公開とした会議の回数 633

※傍聴人数の合
計は243人です。

（表2）2016年度個人情報保護制度の運用状況
個人情報開示等請求件数 57

決定内容別
件数

開示等 31
部分開示等 26
非開示等 3
不存在 19
存否応答拒否 0
合計 79

※1件の請求で複
数の決定がある
ため、決定内容の
合計と請求件数
は一致しません。

わくわく仲間づくりカレッジ日程表
講座名 日　時 会　場

①初心者のための水
彩画

9月21日～11月30日の木曜日、午前9時
30分～11時30分、全10回 わくわくプラザ町田

（森野）②からだほぐしと脳
活運動

9月26日～12月5日の火曜日、午後1時
30分～3時30分、全10回

③形の創作～初心者
パッチワーク

9月25日～12月4日の月曜日、午前9時
30分～11時30分、全10回

成瀬あおぞら会館
（西成瀬）④回想法ミニ絵画 9月25日～12月4日の月曜日、午後1時

30分～3時30分、全10回

⑤発声と歌 9月22日～12月1日の金曜日、午後1時
30分～3時30分、全10回
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催し・講座催し・講座
今どきの孫育て

祖 父 母 学 級
対市内在住で、これからお孫さんが
生まれる予定または生まれた（開催日
の時点でおおむね４か月未満）祖父母
※両親が市内在住も可。
日９月１３日㈬午後１時３０分～３時
場健康福祉会館
内医師講話「妊娠・出産に伴う母親の
心と体の変化」、助産師講話「今どき
の子育てについて」、もく浴実習
講町田産婦人科菜の花クリニック院
長・町田利正医師、助産師
定２５組（申し込み順）
※１人でも参加できます。
申８月１８日正午からイベントダイヤ
ル（☎７２４・５６５６）へ。
問保健予防課☎７２５・５１２７
町田ファミリー・サポート・センター

子 育 て の お 手 伝 い を 
し て み ま せ ん か

【保育サポート講習会】
　受講後、同センターの援助会員と
して登録し、活動していただきます。
対市内在住の保育サポートができる
満２０歳以上の方
※妊婦の方は、安全のため受講をご
遠慮下さい。
日・内９月１２日㈫、午前１０時～正午
＝入会説明会、午後１時～３時＝保育
の心、９月１４日㈭、午前１０時～正午
＝子どもの発達と遊び、午後１時～３
時＝心・体の発育と病気、９月１５日
㈮、午前１０時～正午＝子どもの食
事、午後１時～４時＝普通救命講習
※初日に、会員証に貼付する写真（縦
３㎝×横２．５㎝、裏面にボールペンで
記名、６か月以内撮影）をお持ち下さ
い。
場町田市民フォーラム
定保育サポート講習会＝３５人、普通
救命講習＝３０人（いずれも申し込み
順）
費１４００円（普通救命講習のみ、教材
費）
申９月１日までに電話またはＦＡＸで
同センター（☎返７２４・０９０１）へ。
※保育希望者（３歳以上の未就学児、
各回４人〔入会説明会は除く〕、全回
出席者優先）は併せて申し込みを。
問子育て推進課☎７２４・４４６８
女性のための

就 職 準 備 セ ミ ナ ー
【パソコン実技編】
　子育て中で、早期再就職を目指し
ている方向けの託児付きパソコン講
習です。
対全回参加できる再就職を考えてい
る女性
日９月１３日㈬～１５日㈮、いずれも午
前１０時１５分～午後４時、全３回
場町田市民フォーラム
内就職活動に必要な職務経歴書をパ
ソコン（ワード、エクセル）で作成
定１６人（申し込み順）
申９月４日までに、直接または電話で
ハローワーク町田マザーズコーナー
（☎７３２・８５６３、受付時間＝月～金
曜日の午前９時３０分～午後５時）へ。
託児希望者（１歳以上の未就学児、申

し込み順に１０人）は、併せて申し込
みを。
問男女平等推進センター☎７２３・
２９０８

女性の健康支援とライフプラン
　第一生命保険（株）と共催です。
対女性
日９月８日㈮午後１時～２時３０分
場町田市民フォーラム
内乳がんの早期発見方法等を学ぶ、
治療中・治療後も家庭や職場、地域で
活躍できるライフプランを検討する
講保健師・上代実志氏、ファイナンシ
ャルプランナー・小原優子氏
定４０人（申し込み順）
申８月１７日正午～９月３日にイベン
トダイヤル（☎７２４・５６５６コード
１７０８１７Ａ）へ。
問男女平等推進センター☎７２３・
２９０８

普 通 救 命 講 習 会
対市内在住、在勤、在学の１８歳以上
の方（高校生を除く）
日９月１６日㈯午前９時～正午
場健康福祉会館
内心肺蘇生法、異物除去法、ＡＥＤ操
作法
※救命技能認定証を発行します。
定３５人（申し込み順）
費１４００円（テキスト代）
申８月２２日正午～９月５日にイベン
トダイヤル（☎７２４・５６５６コード
１７０８２２Ｂ）へ。
問町田消防署☎７２２・０１１９、町田市
保健総務課☎７２２・６７２８

ヘルスアップクッキング
【野菜をおいしく、バランスよく食べ
よう！】
対市内在住の方

日①９月１２日㈫午前９時４５分～午後
０時３０分②９月２０日㈬午前１０時～
午後０時４５分（両日とも同一内容）
場①健康福祉会館②忠生市民センタ
ー
内栄養士の話、調理実習、会食
定①２４人②２０人（いずれも申し込
み順）
費５００円（食材費）
申８月２２日正午～９月３日にイベン
トダイヤル（☎７２４・５６５６コード
１７０８２２Ａ）へ。
問保健予防課☎７２２・７９９６
消費生活センター

くらしに役立つ料理教室
【腸が喜ぶ絶品ランチ】
対市内在住、在勤、在学の方
日９月１５日㈮午前１０時３０分～午後
１時
場町田市民フォーラム
講町田地域活動栄養士会・古居政子

氏
定２４人（申し込み順）
費５００円（材料費）
申８月１７日正午～９月１１日にイベン
トダイヤル（☎７２４・５６５６コード
１７０８１７Ｂ）へ。保育希望者（１歳以上
の未就学児、申し込み順に６人）は併
せて申し込みを。
問消費生活センター☎７２５・８８０５

そらまめの会（多胎児の会）
　母子健康手帳をお持ち下さい。
対双子・三つ子等の多胎児を育てて
いる方、出産予定の方やその家族
日９月８日㈮午前１０時１５分～１１時
１５分（受け付け＝午前１０時～１０時
１５分）
場忠生地域子育て相談センター（山
崎保育園内）
内保護者同士の交流、情報交換、手遊
び等
問保健予防課☎７２５・５１２７

町田市民文化祭　「秋の催し」出演・出展者募集

ＪＡＸＡ相模原キャンパス特別公開となりの
まちから
相模原市 　普段は見られない研究

施設や、最新の研究内容
をＪＡＸＡ職員が分かりやすく紹介し
ます。会場では、銀河連邦（大樹町・能
代市・大船渡市・角田市・相模原市・佐
久市・肝付町）の物産展も開催しま
す。
※詳細は、ＪＡＸＡ宇宙科学研究所ホ
ームページをご覧下さい。
日８月２５日㈮、２６日㈯、いずれも午前１０時～午後４時３０分
交通ＪＲ横浜線淵野辺駅南口から徒歩約２０分、またはバスで「市立博物館前」
下車、徒歩３分
※淵野辺駅南口から無料バスが運行されます（午前９時５０分～午後３時１５
分）。
※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用下さい。
問ＪＡＸＡ相模原キャンパス☎７５９・８００８

２０１６年の特別公開の様子

催し名／主催団体 問い合わせ先 公演日・会期
民謡の集い／町田市民謡協会 ☎７９１・４０２３

１０月２９日㈰
わくわく秋のコンサート／町田楽友協会 ☎０８０・５４９４・８８７１
親子で親しむ茶会／町田茶道会 ☎７４５・９９５６
映画上映／映像文化研究会 ☎０９０・３５４２・８９５３
町田市民囲碁大会／町田市囲碁連盟 ☎０４４・９８６・１６６９
絵画・写真展／町田市美術協会 ☎０８０・８４９７・７５１１ １０月２９日㈰～３１日㈫
俳句展／町田市俳句連盟 ☎７９７・１５７７ １０月２９日㈰～１１月２日㈭
ハンギングバスケットの展示／花の町田サンタンカの会 ☎７３５・７６２８ １０月２９日㈰～１１月３日㈷
吟詠大会／町田市吟詠連盟 ☎７９７・１８５３ １０月３０日㈪
人形美術展／町田市人形文化連盟 ☎７２５・２５８５

１０月３０日㈪～１１月３日㈷
パッチワークつるし飾り展／パッチワークキルト研究会 ☎７２２・３３８９
陶芸展／創作陶芸紅土会 ☎７９１・９２０２
いけばな展／町田華道協会 ☎７７９・０２５３
ハワイ音楽のバンド演奏とフラの集い／ハワイ音楽と舞踊研究会 ☎７５８・１８５０ １０月３１日㈫
こと・三絃・尺八和楽器による演奏会／町田市三曲協会 ☎７９３・３８０８

１１月１日㈬
歌唱の集い／宮川哲夫研究会 ☎７９５・１９４７
書道展／町田市書道連盟 ☎７２５・２３６７ １１月１日㈬～３日㈷
舞踊の集い／町田市舞踊連合会 ☎０９０・１６６１・０５１２

１１月２日㈭
唄と踊りの集い／町田市民踊親和会 ☎７９６・３７７４
フラの集い／東京町田フラ協会 ☎０９０・９１３５・６４０５

１１月３日㈷
シャンソンが流れる街・町田／町田市シャンソン文化協会 ☎０９０・２４２９・３０４５
リコーダー・アンサンブルをご一緒に／町田楽友協会 ☎７４８・５０７７
美しい日本の歌を楽しみましょう／町田楽友協会 ☎０８０・５４９４・８８７１
茶会／町田茶道会 ☎７４５・９９５６

※催しによっては参加費が必要です。詳細は各主催団体へ／催しの観覧時間等は後日お知らせします。

場町田市民ホール
申８月３１日までに電話で各主催団体へ（内容によっては受け付けできない場合も有り）。
問町田市民ホール☎７２８・４３００、町田市文化振興課☎７２４・２１８４
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芥川賞作家・小野正嗣講演会
巣作りとしての文学

　「読書とは、他者の言葉を手がかり
に、想像力によって自分だけの居場
所（＝巣）を作る行為である」という
小野氏に、文学作品を例に挙げて「巣
作り」としての読書・創作について語
っていただきます。
※町田立教会（立教大学校友会）と共
催です。
日１０月８日㈰午後２時～４時
場町田市民文学館
講作家・小野正嗣氏
定１０８人（抽選）
申往復ハガキ（１枚につき２人まで）

にイベント名「芥川賞作家講演会」・
代表者の住所・氏名・電話番号・同伴
者がいる場合は同伴者の氏名を明記
し、９月１０日まで（必着）に、同館「芥
川 賞 作 家 講 演 会 係 」（ 〒１９４－
００１３、原町田４－１６－１７）へ。
問同館☎７３９・３４２０
大学図書館を
使 っ て み よ う！
対市内在住、在勤、在学または相模原
・八王子・府中・調布・日野・多摩・稲
城・川崎市在住の高校生以上の方
日９月３０日㈯午前１０時～正午
場和光大学附属梅根記念図書・情報
館
内館内見学、インターネットでの情
報検索等の講習
講和光大学職員

定１５人（申し込み順）
申８月２５日午前１０時から直接また
は電話で中央図書館４階メインカウ
ンター（☎７２８・８２２０）、または鶴川
駅前図書館（☎７３７・０２６３）へ（２人
まで申し込み可）。
町田市民文学館～保育付き紙芝居上
演会
紙 芝 居・ 大 人 の 時 間

　大人のための紙芝居です。
※保育希望者以外は直接会場へおい
で下さい。
日９月１日㈮午前１０時３０分～１１時
３０分
場同館２階大会議室
内「たべられたやまんば」〔大型かみ
しばい〕（作／松谷みよ子、画／二俣
英五郎）、「オオカミおとこはかわい

そう」（作／菊池俊、絵／田中秀幸）　
他（予定）
上演町田かみしばいサークル「ふわ
ふわ座」
※保育希望者（１歳以上の未就学児、
申し込み順に６人）は８月１５日午前９
時から電話で同館へ。
問同館☎７３９・３４２０
町田産新鮮野菜の販売
市役所まち☆ベジ市

　市内の認定農業者
が作った新鮮野菜を
販売します。
日８月２１日 ㈪ 午 前
１１時～午後１時（売
り切れ次第終了）
場市庁舎前
問農業振興課☎７２４・２１６６

おいで下さい　特定の期日に行うイベント

市民の広場 　「市民の広場」は、市民の皆さんの交流や、仲
間づくりを応援するコーナーです。
　サークル活動のイベントをお知らせする「お

【コーナー掲載の申込方法】
●必ず「掲載ルール」をご覧下さい。
●おいで下さい：毎月15日号です。掲載された場合、次は３か月後以降
に申し込めます。申込期間＝掲載したい月の前月の１日～２０日
●仲間に：年２回掲載で、次回は１１月１５日号です。申込期間＝８月１５
日～１０月２０日
　申込用紙と掲載ルールは広報課（市庁舎４階）で配布しています（町
田市ホームページでダウンロードも可）。市HP 検索市民の広場
問広報課☎７２４・２１０１

いで下さい」のコーナーと、会員募集を掲載する「仲間に」があり、「おい
で下さい」は毎月１５日号、「仲間に」は年２回掲載しています。
※�活動内容の確認やトラブルの解決は、当事者間でお願いします（市は関与

していません）。また、各開催施設へのお問い合わせはご遠慮下さい。
※�市民サークルに関しての情報は 施設案内予約システム 検索 の「団体・サ

ークル紹介」でもご案内しています。

●市立総合体育館
【ニュースポーツ体験教室
（ネオテニス・ミニテニス・
ソフトバレー）】
対市内在住、在勤、在学の１８歳以上
の方日９月１５日～１１月１０日の金曜
日（１０月１３日、１１月３日を除く）、午
前１０時～１１時３０分、全７回定２０人

（抽選）費２３００円申往復ハガキ（１人
１枚）に必要事項を明記し、８月２２日
まで（消印有効）に同館へ（同館ホー
ムページで申し込みも可）問同館☎
７２４・３４４０
●サン町田旭体育館
【町田ゼルビアタッチラグ
ビー教室】
対①２０１１年４月２日～２０１２年４月１
日生まれの幼児②小学生日９月５日
～１０月１０日の火曜日（９月１９日を
除く）、①午後３時４５分～４時３０分②
午後４時４０分～５時５０分、各全５回
定各２０人（ 抽 選 ）費①３０００円 ②
３５００円／体験参加は６００円（１人１
回まで）
【初級ヨガ教室】
対市内在住、在勤、在学の４０歳以上
の方日９月２６日～１１月２８日の火曜
日、午前１０時～１１時３０分、全１０回
定５０人（抽選）費３４００円

◇
申往復ハガキに必要事項を明記し、

イベントカレンダー 詳細は、各施設へお問い合わせいただくか、各ホームページをご覧下さい。

８月２２日まで（消印有効）に同館へ
問同館☎７２０・０６１１
●野津田公園
【女性限定～ゆったりと過
ごすリフレッシュヨガ教室】
対市内在住、在勤、在学の２０歳以上
の女性（お子さん同伴も可）日①９月
２５日～１２月４日の月曜日（１０月９日
を除く）②２０１８年１月１５日～３月
２６日の月曜日（２月１２日を除く）、い
ずれも午前１０時１５分～１１時４５分、
各 全１０回定各２０人（ 抽 選 ）費各
５０００円申往復ハガキに必要事項を
明記し、①９月１５日まで②１２月１日
～３１日（いずれも消印有効）に同公
園管理事務所へ（同公園ホームペー
ジで申し込みも可）問同公園管理事
務所☎７３６・３１３１（受付時間＝午前
９時～午後５時、土・日曜日、祝日も
可）
●町田市フォトサロン～写真でめぐ
る世界の旅２０１７作品募集
　世界各地の街並み、自然、人々の生
活など、心に残った情景を募集しま
す／写真展は１０月１１日～１６日に同
サロンで開催します定３０人（先着
順）費５００円申Ａ４サイズの写真裏面
に応募用紙（同サロンホームページ
でダウンロード可）を貼付し、９月３
日午前１０時から直接同サロンへ（１
人２点まで）問同サロン☎７３６・

８２８１
●小野路宿里山交流館
【里山農業体験】
　地元農家の指導を受け、冬野菜の
植え付けから収穫までの農業体験を
しませんか（家族での参加も歓迎）。
作業は４・５回程度行い、年内に収穫
予定です／農作業ができる服装でお
いで下さい日・内説明会及び植え付
け作業＝９月３日㈰午前１０時～正午

（雨天時は９月１０日に延期）定１０組
（申し込み順）費１組７０００円（苗、種、

肥料代等を含む）申８月２２日正午か
らイベントダイヤル（☎７２４・５６５６
コード１７０８２２Ｃ）へ
【うどん作り教室】
　小野路の郷土料理である「小野路
うどん」を作ります日９月２０日㈬午
前１０時３０分～正午定８人（申し込み
順）費１０００円（材料代）申９月６日正
午からイベントダイヤル（☎７２４・
５６５６コード１７０９０６Ａ）へ

◇
問同館☎８６０・４８３５

催　し　名 日　　　時 会　　　場 費　用 連　絡　先 備考（対象等）
朗読の会「花いかだ」名作の朗読・高瀬舟　他！！ ８月１７日㊍午後２時～４時 中央図書館６階ホール 無料 田中敏雄☎７２７・０６６１ 直接会場へおいでください
町田市民ミュージカル「長靴を履いちゃった猫」 ８月１９日㊏午後１時～、５時～ 町田市民ホール １５００円 小池☎０８０・９８８８・４５６１要電話 町田市民ミュージカルの会
秋津書道会　作品展 ８月２２日～２５日午前１０時～午後６時 生涯学習センター７階 無料 松井絢子☎７９６・６１７６ ご自由においで下さい
講演「井伊直虎とその時代」歴史研究家三池純正氏 ８月２６日午後１時３０分～３時３０分 玉川学園コミュニティセン

ター ６００円 生涯現役まちだ会・田中☎７３２・０８６１ 要予約電話受付
アコースティック・カーニバル２０１７ ８月２７日㊐午後２時から つくし野コミュニティセン

ター 無料 丸山☎７９６・１０３４ 夏を彩るギター音楽の祭典
ダンテの「神曲」とは　慶應大学　教授　藤谷道夫 ９月５日㊋午後１時３０分～４時３０分 生涯学習センター視聴覚室 ６００円 西川剛紀☎０９０・７８２２・８２８１ 満席になり次第締切ります
壊れたおもちゃの修理～ドクターが「診断治療」 ９月６日㊌午前１０時～午後４時 町田市民フォーラム４階 無料 おもちゃ病院なるせだい☎７２７・０５４３ 部品材料電池交換は実費
社交ダンス新サークル「レベルアップ」発表会 ９月８日㊎午後７時～９時 忠生市民センター ３００円 イズミ☎０９０・２７２５・４６２４ カップルでの参加も歓迎
アンサンブル・ヴァリエ　街の小さなコンサート ９月１０日㊐午後３時から 玉川学園コミュニティセン

ター 無料 こそし☎７２５・９５８５ 上質のクラシック音楽
中東の政治紛争問題を読み解く・池田明史氏 ９月１２日㊋午後１時３０分～４時 生涯学習センター６階 ５００円 森☎７２６・８４２１ ９月１０日迄に電話連絡を
相模川にて室内鑑賞石を探そう会参加者募集気軽に ９月１７日㊐午前８時集合 ＪＲ淵野辺駅南口広場 交通費実費 堀泰洋☎０９０・８６８４・４７１６ 主催　武相愛石会

催し・講座催し・講座

暮らしに関する相談
　予約制の相談は、電話で①～⑤市民相談室（☎724・2102）⑥八王子少年センター（☎
042・679・1082）⑦消費生活センター（☎722・0001）へ対①③～⑥市内在住の方⑦市
内在住、在勤、在学の方

名　称 日　程 予約方法／相談時間

①法律相談
月～金曜日

（15日 ～18日
を除く）

前週の金曜日から電話で予約

②交通事故相談 23日、30日㈬ 相談日の1週間前から電話で予約／午後1時30
分～4時

③人権身の上相談
（人権侵害などの問題）25日㈮ 電話予約制（随時）／午後1時30分～4時

④不動産相談 22日㈫ 電話予約制（次回分まで受け付け）／午後1時
30分～4時⑤行政手続相談 24日㈭

⑥少年相談 22日㈫ 事前に電話で八王子少年センターへ／午前9時
～午後4時

⑦消費生活相談 月～土曜日 来所相談、電話相談ともに随時受付／午前9時
～正午、午後1時～4時※土曜日は電話相談のみ

各種相談別冊タウンページ　町田市わたしの便利帳 6 ～ 9 ページを参照

市HP 暮らしに関する相談 検索
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子どもセンターばあん
な つ ま つ り
日８月２７日㈰午前１０時～午後３時
内ゲームコーナー、ステージ発表、工
作、模擬店（有料）
問ばあん☎７８８・４１８１
大地沢青少年センター
大 地 沢 夏 ま つ り
日８月２６日㈯午前１０時～午後３時
内地元の相原町に伝わるお囃

はや

子
し

の披
露、模擬店・ゲームコーナー（有料）等
※当日は、ＪＲ横浜線相原駅西口及び
京王相模原線多摩境駅～同センター
間で、送迎用シャトルバスを運行し
ます。
問同センター☎７８２・３８００

子どもセンターただＯＮ
【夏祭り】
　子ども委員会「Ｔ・Ｈ・Ｄ！！！」を中心
に楽しいイベントを行います。
日８月２０日㈰午前１０時～午後３時
（模擬店は午前１１時から）
※午後３時～５時は一時閉館します。
内ステージ発表、ゲーム、簡単工作、
地域の方による模擬店（有料）等
※当日駐車場は使えません。
【孫育て講座～ムリせず楽しむ方法】
　祖父母世代も子育て世代も、良い
形で関わり合う方法を学びます。
対市内在住の両日参加できる０才以
上の未就学児の孫がいる祖父母
※保育はありません。
日９月６日、１３日、いずれも水曜日午

前１０時３０分～正午、全２回
内講義、ワークショップ
講（特）孫育て・ニッポン理事長　棒
田明子氏
定２０人（申し込み順）
申８月１６日午前１０時３０分から直接
または電話でただＯＮへ。

◇
問ただＯＮ☎７９４・６７２２
町田新産業創造センター
創業・起業に関するセミナー

【町田創業～ファーストステップ相
談会】
　経験豊富な専門家が起業をサポー
トします。
日８月１９日㈯、２３日㈬、９月９日㈯、
１３日㈬、２７日㈬、３０日㈯、いずれも
午後１時～５時（１人１時間）
場同センター　
定各４人（申し込み順）
申同センターホームページで申し込み。
問同センター☎８５０・８５２５、町田市
産業観光課☎７２４・２１２９
【町田創業～ファーストステップセ
ミナー】
○経営
日①８月２９日②９月２６日、いずれも
火曜日午後１時３０分～３時
内①経営理念やビジョンはなぜ必要
か②経営計画と資金計画あっての融
資
○財務
日①８月２９日②９月２６日、いずれも
火曜日午後３時３０分～５時
内①毎月の通知簿が損益計算書②管
理会計～月次で儲けを把握する
○人材育成
日９月１４日㈭午後１時３０分～３時

内創業経営者はプロデューサーであ
り、シンガーソングライターである
○販路開拓
日９月１４日㈭午後３時３０分～５時
内提案力の強化により会社・商品・サ
ービスをブランド化する

◇
場同センター
講経営・財務＝（株）販売開発研究所
代表取締役・名倉康裕氏、人材育成・
販路開拓＝（有）プレジデントコミッ
ティ代表取締役・宮本愼氏
定各３０人（申し込み順）
申同センターホームページで申し込み。
問同センター☎８５０・８５２５、町田市
産業観光課☎７２４・２１２９
開催します
創業ミニブルーム交流カフェ
　起業・創業して間もない先輩講師
が、体験談を語ります。
日９月１１日㈪午後７時～９時
場町田新産業創造センター
内講演「“理想”と“現実”を融合させ
た地域に根付くカフェ経営を！」、参

加者同士の情報交換・交流
講「ソラ喫茶＆食堂ヒュッテ」オーナ
ー・宇都山征司氏
定２０人（申し込み順）
申９月７日までに電話またはＦＡＸで
創業支援センターＴＡＭＡ事務局〔多
摩信用金庫内〕（☎０４２・５２６・７７６６
〔受付時間＝月～金曜日の午前９時
～午後５時〕返０４２・５２８・０９４０）へ
（ミニブルーム交流カフェホームペ
ージで申し込みも可）。
問産業観光課☎７２４・２１２９
ひなた村
外遊びワークショップ（ロープ）
　ロープの結び方や扱い方等を学び
ます。
対市内在住、在勤、在学の高校生以上
の方
日9月18日（祝）午前10時～午後3時
（雨天中止）
定15人（申し込み順）
費300円
申8月16日午前10時から電話でひ
なた村（☎722・5736）へ。

催し・講座催し・講座

●町田市民文学館～秋の子ども俳句
教室
対原則全回参加できる小学生日９月
１６日、１０月２１日、１１月１８日、いず
れも土曜日午前９時～正午、全３回

（雨天実施）場同館、薬師池公園、忠生
公園、かしの木山自然公園内バスで
各施設へ移動後、散策しながら俳句
を創作講俳人・市村栄理氏、佐々木薫
氏定１２人（申し込み順）申８月１５日
午前９時から電話で同館（☎７３９・

３４２０）へ
●ひなた村
【科学クラブ～目の前で紅葉を！　
落ち葉と紅葉について考えよう】
対市内在住、在学の小・中学生日９月
１０日㈰午前１０時～正午内紅葉の実
験、落葉の理由や紅葉の講義等講（公
財）神奈川科学技術アカデミー・有賀
文章氏定２０人（申し込み順）費２００
円申８月１６日午前１０時から電話で
ひなた村（☎７２２・５７３６）へ。

子どものイベントカレンダー
　詳細は、お問い合わせいただくか、町田市ホームページをご覧下さい。

●休日耳鼻咽喉科急患診療(午前9時～
午後5時）､ 20日＝うたはし耳鼻咽喉科
（☎705・7654､ 原町田4-2-2)●休日眼
科急患診療(午前10時30分～午後5時）、
27日＝氏川眼科医院（☎720・0530、
原町田6-1-11)

救急車を呼ぶべきか迷ったら

東京消防庁
救急相談センター
♯7119または
☎042・521・2323

24時間365日

急病のときは ※いずれの機関も受診する前に必ず電話をして下さい。
※救急措置・応急処置を行います。専門的治療については、
他の医療機関につなげる場合があります。

本紙に掲載している、夜間・休日診療
情報等を配信しています。

登録はこちらから▶ スマホ版QRコード 携帯電話版QRコード

町田市メール配信サービス

小
田
急
線

至
旭
町

至町田

町田街道

福祉会館前

至
金
森

健康福祉
会館

コンビニ

健康福祉会館 原町田5-8-21

●町田市医師会休日・準夜急患こどもク
リニック（小児科）（日中帯の受け付け：日
曜日、祝休日の午前9時～午後4時30分
〔電話受付は午前8時45分から〕、準夜帯
の受け付け：毎日の午後7時～9時30分
〔電話受付は午後6時から〕）＝健康福祉
会館内☎710・0927
●町田市歯科医師会休日応急歯科・障が
い者歯科診療所　休日応急歯科診療（日
曜日、祝休日）、障がい者歯科診療（水・木
曜日〔祝休日を除く〕）、いずれも午前9時
～午後5時、受け付けは午後4時30分ま
で（予約制）＝健康福祉会館内☎725・
2225

診療日 診療時間 診療科 医療機関名 電　話 住　所
15日㈫ 午後7時～翌朝8時 内科系 町田慶泉病院 ☎795・1668 南町田2-1-47
16日㈬ 午後7時～翌朝8時 内科系 町田病院 ☎789・0502 木曽東4-21-43
17日㈭ 午後7時～翌朝8時 内科系 ふれあい町田ホスピタル ☎798・1121 小山ヶ丘1-3-8
18日㈮ 午後7時～翌朝8時 内科系 あけぼの病院 ☎728・1111 中町1-23-3
19日㈯ 午後1時～翌朝8時 内科系 多摩丘陵病院 ☎797・1511 下小山田町1491

20日㈰

午前9時～午後5時

小児科 休日・準夜急患こどもクリニック ☎710・0927 健康福祉会館内(左地図参照）
内科 仁愛医院 ☎728・1055 高ヶ坂6-19-31
内科 中島医院 ☎722・2409 原町田2-15-2
内科、
小児科 藤の台診療所 ☎722・2832 本町田3486 藤の台団地

1-55

午前9時～翌朝9時
内科系 町田病院 ☎789・0502 木曽東4-21-43

外科系 おか脳神経外科 ☎798・7337 根岸町1009-4
南町田病院 ☎799・6161 鶴間4-4-1

21日㈪ 午後7時～翌朝8時 内科系 多摩丘陵病院 ☎797・1511 下小山田町1491
22日㈫ 午後7時～翌朝8時 内科系 町田慶泉病院 ☎795・1668 南町田2-1-47
23日㈬ 午後7時～翌朝8時 内科系 南町田病院 ☎799・6161 鶴間4-4-1
24日㈭ 午後7時～翌朝8時 内科系 町田市民病院 ☎722・2230 旭町2-15-41
25日㈮ 午後7時～翌朝8時 内科系 あけぼの病院 ☎728・1111 中町1-23-3
26日㈯ 午後1時～翌朝8時 内科系 町田市民病院 ☎722・2230 旭町2-15-41

27日㈰

午前9時～午後5時

小児科 休日・準夜急患こどもクリニック ☎710・0927 健康福祉会館内(左地図参照）
内科、
小児科 佐藤寿一クリニック ☎710・2251 原町田1-7-17

内科 小野寺クリニック ☎732・5605 本町田4394-9
内科 ただお整形外科・内科 ☎793・0201 忠生2-28-5

午前9時～翌朝9時
内科系 南町田病院 ☎799・6161 鶴間4-4-1

外科系 あけぼの病院 ☎728・1111 中町1-23-3
町田市民病院 ☎722・2230 旭町2-15-41

28日㈪ 午後7時～翌朝8時 内科系 多摩丘陵病院 ☎797・1511 下小山田町1491
29日㈫ 午後7時～翌朝8時 内科系 南町田病院 ☎799・6161 鶴間4-4-1
30日㈬ 午後7時～翌朝8時 内科系 町田病院 ☎789・0502 木曽東4-21-43
31日㈭ 午後7時～翌朝8時 内科系 ふれあい町田ホスピタル ☎798・1121 小山ヶ丘1-3-8
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広　　告

市議会のうごき

　小野路球場の夜間照明設備の整
備が完了し、リニューアル記念と
して、硬式野球「桜美林高等学校　
対　日本大学第三高等学校」の試合
を市と町田市軟式野球連盟の共催
で開催します。
　両校の野球部は、ともに甲子園
での優勝経験があり、町田市が全
国に誇るチームです。
　地元高校球児たちの熱い戦いを
ぜひご覧下さい。
対市内在住、在勤、在学の方

日９月３日㈰午後５時３０分試合開
始（開場は午後４時３０分）
場小野路球場
定１０００人（先着順）
※安全確保のため、入場制限を行
う場合があります。
※駐車場に限りがありますので、
公共交通機関をご利用下さい。
※悪天候による当日の開催の有無
は、市役所代表（☎７２２・３１１１）へ
お問い合わせ下さい。
問スポーツ振興課☎７２４・４０３６

　７月に実施した無料回収会で、市民の皆さんから提供し
ていただいた子ども用品のうち、大型用品（対象７品目）に
ついて譲り受けの応募を受け付けます。
対象品目ベビーベッド、ベビーカー、チャイルドシート、歩行
器、乳幼児用ハイチェア、乳幼児用いす、乳幼児用移動防止柵
※「子ども用大型リユース品カタログ」を応募受付所に設置
します。また、町田市ホームページでもご覧いただけます。
応募方法「リユース品譲り受け申込書」（応募受付所に有り、
町田市ホームページでダウンロードも可）に必要事項を記
入し、８月３１日まで（消印有効）に応募受付所にある応募箱

小野路球場リニューアル記念試合

桜美林高ｖｓ日大三高

本会議･常任委員会日程（予定）
月 日 曜日 内　　　　容

８
２８ 月 本会議（提案理由説明）
２９ 火 議案説明会・全員協議会
３１ 木

本会議（一般質問）

９

１ 金
４ 月
５ 火
６ 水
７ 木 本会議（質疑）
８ 金 総務常任委員会・健康福祉常

任委員会１１ 月
１２ 火 総務常任委員会・健康福祉常

任委員会予備日
１３ 水 文教社会常任委員会･建設常

任委員会１４ 木

１５ 金
総務常任委員会・健康福祉常
任委員会（意見集約）
文教社会常任委員会･建設常
任委員会予備日

２１ 木 文教社会常任委員会･建設常
任委員会（意見集約）

２９ 金 本会議（表決）

９月定例会・常任委員会を開催します
　本会議･委員会を下表のとおり開催し
ます。開会時間は午前１０時です（８月２８
日は午後１時）。
問議会事務局☎７２４・４０４９

問資源循環課☎７９７・２７３２

９月１日㈮から

に投函するか、３Ｒ推進課（〒１９４－０２０２、下小山田町
３１６０）へ郵送して下さい。
応募受付所子どもセンターばあん、子どもセンターつるっ
こ、子どもセンターただＯＮ、子どもセンターまあち、環境政
策課（市庁舎７階）、３Ｒ推進課（町田リサイクル文化センター）
※応募多数の場合、抽選です。結果は、９月８日に町田市ホー
ムページで発表します。
※詳細は、「リユース品譲り受け申込書」に添付してある説
明書や町田市ホームページをご覧下さい。
問３Ｒ推進課☎７９７・０５３０

　９月１日㈮から、清掃工場への粗大ご
みの持ち込みが時間帯別の予約制にな
ります。
　これにより、ご希望の時間帯に粗大
ごみを計画的に持ち込むことができ、荷
下ろしの時間や待ち時間が減ります。
　また、車両の集中・混雑が防止でき、

お持ち込みいただく際の安全確
保にもつながります。
　ご理解ご協力をお願いしま
す。

○予約開始日　９月１日（予約開始日当日の持ち込み分から予約可）
※８月３１日までの持ち込み分については、従来通り受け付けます。
○予約方法（２か月先まで予約可）　
インターネット予約（２４時間受け付け）
・（一財）まちだエコライフ推進公社ホームページ
　パソコン・スマートフォン・タブレット端末で予約できます。
　（町田市ホームページにリンクを掲載します）
電話予約（受付時間＝月～土曜日の午前８時３０分～午後５時、祝休日、年
末年始を除く）
・（一財）まちだエコライフ推進公社 粗大ごみ予約専用ダイヤル（☎７９７・１６５１）
※粗大ごみの収集についても、電話予約に加え、インターネット予約がで
きるようになりましたので、ご利用下さい。

※本定例会では、前年度決算につい
て、各常任委員会で審査をします。
※会議の日程・時間等は変更になる
ことがあります。
※本会議・常任委員会は町田市議会
ホームページでインターネット中継
・録画中継をしています。スマート
フォンやタブレット端末でもご覧い
ただけます。

議会を傍聴しましょう

Ｔｗｉｔｔｅｒアカウント名＝町田市議会
（町田市公式）＠ｍａｃｈｉｄａ＿ｇｉｋａｉ

ツイッターで情報発信

粗大ごみの持ち込みが
予約制になります

大型用品譲り受け希望者の応募を受け付けます
子ども用品リユースイベント

町田の誇る
両雄激突！！

桜美林高
1976年・夏の大会で優勝し、旧
市庁舎前で報告会を行いました

日大三高
夏は２回（２００１年、２０１１年）、春は１回（１９７１年）の優勝を誇ります（写真は2017年・春の大会の出場時）
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